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Laves相化合 物 RMn2 （R ＝ Tb，　Gd ）にお ける圧 力誘起強磁性

FeRh 合金 にお ける反強磁性一
強磁性相転移の 電子顕微鏡に よる研究

VALENCE 　FLUCTUATION 　IN　YbTCu4 （T ＝ ＝ ln，　Ag ，　Au 　and 　Pd ）

価数揺動系 YbTCu4 （T ・ ＝ ln
，
　Ag

，
　Au

，
　Pd ）の磁 性

cBN の バ ン ドギ ャ ッ プの圧 力依 存性

ダイヤモ ン ドの NV セ ン ター
の ホー

ル バ ー
ニ ン グ効果 と ESR

層間化合物 Ag
。
Tis　2 の 電子帯構造

MBE に よ る GaAs 段差基 板上 の InGaAs の 結晶成 長

擬
一

次元基底 一重項磁性体 の 磁気励起

超高圧縮分子 固体水素 の 構造

perovskite 型酸化物 CaFeO3 の 合成 とその構 造

MBE に よ る GaAs 段差基板上 の InGaAs／AIAs 歪量子 井戸構造

La2CuO4 ＋ δ の 余剰酸素導入 に よる超伝導の研 究

高圧 ，
パ ル ス 強磁場 下 に おける ル ビ ー

の Zeeman 分裂

Y 系酸化物高温超伝 導体 の NMR

ワ イ ドギ ャ ッ プ半導体 CdGa2Se4 の 結晶成長 と伝導特性
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1 ，
一

次 元 有機交互積層型電荷移動錯体 DBTTF −TCNQ の

　　圧力誘起相転移 の 可 能性 に つ い て

秋 元 　良

　二 種類 の 分 子が 交 互 に 積 層 し 準
一

次 元 構 造 をも っ 有 機 錯 体 で は 圧 力 や 温 度 な ど

の 外 場 に よ っ て 構 成 分 子 が 中性 か ら イ オ ン 性 へ 相 転 移 を 起 こ す も の が 存 在 す る こ

とが 知 ら れ て い る 。

　 本 研 究 で は DBTTF 分 子 （電 子 を放 出 し て 陽 イオ ン 化 しや す い ドナ ー 分 子 ）

と TCNQ 分 子 （電 子 を受 け 取 っ て 陰 イ オ ン 化 し や す い ア ク セ プ タ ー 分 子 ） か ら

構 成 さ れ て い る 表 題 の 錯 体 に っ い て 中 性
一

イ オ ン 性 転 移 が 圧 力 に よ っ て 誘 起 さ れ

る か ど う か を 光学 的 に 調 べ た 。

　 DBTTF − TCNQ は 常 温、 常 圧 で は 中 性 相 に あ る が ドナ ー 分 子 と ア ク セ プ

タ ー 分 子 の 間 の トラ ン ス フ ァ ー 積 分 が 無 視 で きな い の で イ オ ン 性 が 少 し 混 じ っ て

エ ネ ル ギ ー が 安 定 化 し て い る 。 電 荷 移 動 量 Z は 完 全 に 一 個 の 電 子 が ドナ ー か ら ア

ク セ プ タ ー へ 移 動 し た と き を Z ＝ 1 とす る と、 こ の 錯 体 で は お よ そ Z ，＝ O ． 2 と

見 積 ら れ る 。 ラ マ ン 散 乱 ス ペ ク トル、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル、 可 視吸 収 ス ペ ク トル

の 圧 力 変 化 で 明 ら か に な っ た 点 を上 げ る 。
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（1 ） ラ マ ン 散 乱 で こ の 錯 体の 構 成 分 子 で あ る TCNQ の あ る 全 対 称 モ ー ドの 圧

力 変 化 を 調 べ た 。 こ の 振 動 モ ー ドは 電 子 を 一 個 受 け 取 る こ と に よ っ て 大 き く 低 エ

ネ ル ギ ー シ フ トす る こ と が 知 ら れ て い る 。 錯 体 を 形 成 し た と きこ の モ ー ドは 圧 力

を 加 え る と 急 激 に 低 エ ネ ル ギ ーす る こ と か ら、 電 荷 移 動 量 は増 え る 傾 向 に あ る こ

とが わ か っ た。

（2 》分 子 内 の 全 対 称 モ ー ドは 赤 外 不 活 性 で あ る が ドナ ー 分子 と ア ク セ プ タ ー 分

子 が 対をつ く っ て 二 量 体化 す る と 赤 外 活 性 化 す る こ と が 知 られ て い る 。 二 量 体 化

の 度 合 は 吸 収 強 度 よ り 知 ら れ る 。 こ の 錯 体に お い て DBTTF 分 子 の 全 対称 モ ー

ドの 弱 い 吸 収 が す で に 一 気 圧 で 見 られ る 。 圧 力 を か け て い くと こ の 吸 収 は 徐 々 に

増 え て い くこ と が わ か っ た。

（3 ）可 視 吸 収 ス ペ ク トル は こ の 錯 体 の 分 子 内 電 子 遷 移 か ら電 荷 移 動 に 関 す る 情

報 を 与 え る。 常 温 常 圧 で こ の 錯 体 の 吸 収 ス ペ ク トル は 中 性 分 子 の 重 ね あ わ せ と ほ

ぼ 同 じで あ る か ら こ の 錯 体 は 中 性 相 に あ る こ とが わ か る。 圧 力の 増 加 と と も に

Z ＝ 1 の DBTTF に よ る と 思 わ れ る 吸 収が わ ず か に 誘 起 さ れ て きた 。

　 以 上 の 結 果 よ り構 造 相 転 移 前 の 圧力 範 囲 に 限 る と、 圧 力 の 増 加 と 共 に 電 荷 移 動

量 は わ ずか に 増 加 し て 中 性 相 の 中 で 価 数 転 移 が 生 じ る 。 普 通、 二 量 体 化 は 中 性 イ

オ ン 性転 移 と 同 時 に 起 き る が こ れ は イ オ ン 性 相 で は 一 次 元 鎖 上 の 各 分 子 が 一
個 の

不 対 ス ビ ン を も っ て い る の で ス ピ ン パ イ ェ ル ス 転 移 を 起 こ す の と同 じ 状 況 が で き

る か らで あ る。
DBTTF − TCNQ に お い て 二 量 体 化が 圧 力 に 対 し て 連 続 的 に

起 こ る の は 電 荷 移 動 量 が 中 性 相 で わ ず か し か 変 化 し な い こ と と 関 係 し て い る よ う

に 思 わ れ る 。

2 。 超高圧下 の メ ス バ ウ ア
ー
効果

阿 部 智 　之

　 反強磁性物質で あ る CaFeO3 の 室温 s7Fe メ ス バ ウ ア
ー 効果測定 を行 うと、

鉄 は 常磁性 で 4 価 の ア イソ マ ー シ フ ト値 を示す 。 4K で メ ス バ ウ ア ー 効果測

定を行 なうと 2 種類 の 磁気分裂成分 が 現 わ れ 、 Fe“ → Fe3・
＋ FeS・ に 解離 した

こ と を示す 。 反強磁性物質で ある SrFeO3に対 して メ ス バ ウ ア
ー

効果測定 を

行 うと、 4K まで 鉄 は 4価 で あり、 1種類の 磁気分裂を示す成分 の み が観測

され る 。 ま た 、 SrFeO3 、　CaFeO3 は ペ ロ ブ ス カ イ ト構造で Fe−O −Fe が 180
°

の

結合 を して い る が 、 お互 い を混晶に す る と 4K で Fe4・ → Fe3・
＋ Fe5・ に 解離す

る こ と も知 ら れ て い る 1）
。 CaFeO3 は SrFeO3 よ り単位胞当 た りの 分子容積 が

小 さ く、 Ca を SrFeO3 の Sr を Ca で 置換す る と格子 が縮 み 、 そ の 事 か ら Fe4・

− Fe3＋ ＋ Fe5・ の 解離 が起 こ りや す くな っ て い る と解釈す る こ とが で きる 。 高

圧 実験 を行い
、 原子 問距離 を縮 め る こ とが で きれ ば 分子容積 の 大 き な SrFeO3
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